
 

 

 

～「復興知」の総合化による食・農・ふくしま未来学の展開～ 

「復興知事業」大熊町分科会公開シンポジウム 

大熊町の復興で超えるべき課題（５つの大学が提案します） 
 

開催要領 
 

１ 目  的  「復興知事業」大熊町分科会の各大学がそれぞれの角度から、大熊町の課題を

明らかにし、それらの解決のきっかけを見出すことを提案します。発表後、議論

を交わし、各大学の復興知事業の今後の活動に向けた明確化と周知を図ります。 

 

２ 日  時  ２０２１年１２月２日（木） 午後１３時から午後１６時３０分 

 

３ 場  所  交流施設「link る（りんくる）大熊」 多目的ホール 

         （福島県双葉郡大熊町大川原南平１２０７－１ ） 

         https://okumakouryu.jp/linkru/ 

 

４ 対 象 者  大熊町の方、「復興知」関係大学、および自治体の方 ほか 

 

５ 参 加 費  無料 

 

６ 事業内容  

開会挨拶  １３時 

趣旨説明  １３時１０分 

講   演  １３時２０分～１６時 

福島大学、東京大学（共同申請校 福島工業高等専門学校）、立命館大学、

大阪大学、長崎大学 

総合討論  １６時 

閉会挨拶  １６時３０分     

 

7 参加方法 （会場参加、オンライン） 

会場参加 ：定員５０名 事前申し込み不要 

オンライン：ＺＯＯＭ   事前登録制 

 

 

 

「復興知事業」大熊町分科会 

【大熊町、福島大学（幹事校）、東京大学、立命館大学、大阪大学、長崎大学】 

（問い合わせ先）    福島大学 復興知事業事務室 

（復興知事業 HP）   https://fukkouchi.com/wordpress/ 

（公財）福島イノベーションコースト構想推進機構「復興知事業」 

大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業 
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13:00

13:10

16:30

16:00

15:20

◆課題◆ 放射線の健康リスクコミュニケーション
13:20

◆課題◆ 帰還困難区域に残る施設の有効活用
13:50

◆課題◆ 住民がもどるためのインフラが整っていない
県外から見るとインフラが整わないまま、
記憶の風化が起こり始めている

14:20

◆課題◆ 長期避難後の生活再建
14:50

◆課題◆ 営農再開・農地保全・極端な担い手不足
15:30
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